
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
送信側端末（１１）の第１のプロトコル層が、さらに高いプロトコル層（１２ａ）にパケ
ットを送達する受信側端末（１２）のピア第１プロトコル層（１２ｂ）に、データブロッ
クのシーケンスとしてパケットを送信する階層化されたプロトコルを使用する無線通信シ
ステムで使用するための方法であって、
ａ）送信側端末（１１）が受信側端末（１２）への伝送のためにデータブロックのシーケ
ンスに応えてそれぞれのデータブロックシーケンス番号をデータブロックのシーケンスの
各データブロックに割り当てる工程（４１）と、
ｂ）受信側端末（１２）がデータブロックのシーケンスに、およびそれぞれのデータブロ
ックシーケンス番号に応えて、データブロックのシーケンスの中のデータブロックの少な
くともいくつかを順番に受信側端末（１２）のさらに高いプロトコル層（１２ａ）に送達
する工程と
を含み、該方法が
ｃ）受信側端末（１２）が、それぞれのデータブロックシーケンス番号を示す情報を提供
せずにデータブロックの受信を肯定応答する工程によって特徴づけられる方法。
【請求項２】
シーケンス番号がデータブロックとともにインバンドで通信されることをさらに特徴とす
る請求項１記載の方法。
【請求項３】
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シーケンス番号がアウトバンドで通信されることをさらに特徴とする請求項１記載の方法
。
【請求項４】
シーケンス番号がＨＡＲＱ結合で使用されることをさらに特徴とする請求項３記載の方法
。
【請求項５】
各データブロックが別々に肯定応答されることをさらに特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
肯定応答が所定の遅延の後に送信されることをさらに特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項７】
階層化されたプロトコルが、ＭＡＣ－ｈｓエンティティを有するＭＡＣ層を含み、ＲＬＣ
層も含み、さらに第１の層がＭＡＣ層であり、さらに高い層がＲＬＣ層であり、さらに、
受信側端末のＭＡＣ－ｈｓエンティティが、シーケンス番号を使用せずにデータブロック
の受領を肯定応答するシグナリングを提供し、受信側エンティティのＲＬＣ層に順番にデ
ータブロックを送達することを特徴とする請求項１記載記載の方法。
【請求項８】
無線通信システムを介して、他の無線端末を含む他の通信装置との無線通信で使用するた
めの無線端末であって、それが請求項１記載の方法のそれぞれの工程にしたがって送信側
端末（１１）または受信側端末（１２）のどちらかとして作動していることを特徴とする
無線端末。
【請求項９】
無線通信システムを介して、他の無線端末を含む他の通信装置との無線通信で使用するた
めの無線端末であって、それが、請求項７記載の方法のそれぞれの工程にしたがって送信
側端末（１１）または受信側端末（１２）のどちらかとして作動していることを特徴とす
る無線端末。
【請求項１０】
無線通信を介して無線端末と他の無線端末を含む他の通信装置とのあいだに少なくとも接
続の部分を提供する無線通信システムの要素として使用するための基地局であって、それ
が請求項１記載の方法のそれぞれの工程にしたがって送信側端末（１１）または受信側端
末（１２）のどちらかとして作動していることを特徴とする基地局。
【請求項１１】
無線通信を介して無線端末と他の無線端末を含む他の通信装置とのあいだに少なくとも接
続の部分を提供する無線通信システムの要素として使用するための基地局であって、それ
が請求項７記載の方法のそれぞれの工程にしたがって送信側端末（１１）または受信側端
末（１２）のどちらかとして作動していることを特徴とする基地局。
【請求項１２】
無線通信を介して無線端末と他の無線端末を含む他の通信装置とのあいだに少なくとも接
続の部分を提供する無線通信システムであって、送信側端末（１１）として、および受信
側端末（１２）として機能できる少なくとも２つの端末（１１、１２）を有し、該少なく
とも２つの端末（１１、１２）がともに請求項１の方法のそれぞれの工程にしたがって送
信側端末（１１）と受信側端末（１２）の両方として作動していることを特徴とする無線
通信システム。
【請求項１３】
無線通信を介して無線端末と他の無線端末を含む他の通信装置とのあいだに少なくとも接
続の部分を提供する無線通信システムであって、送信側端末（１１）として、および受信
側端末（１２）として機能できる少なくとも２つの端末（１１、１２）を有し、該少なく
とも２つの端末（１１、１２）がともに請求項７の方法のそれぞれの工程にしたがって送
信側端末（１１）と受信側端末（１２）の両方として作動していることを特徴とする無線
通信システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
（関連出願に対するクロスリファレンス）
　「パケットのインシーケンス送達を用いたＨＡＲＱ方式」（ HARQ SCHEME WITH IN-SEQU
ENCE DELIVERY OF PACKET）と題される２００１年５月１８日に提出された米国仮出願番
号第６０／２９２，０２３号が参照され、米国仮出願番号第６０／２９２，０２３号の優
先権が主張される。
【０００２】
（技術分野）
　本発明は、３ＧＰＰ（第３世代パートナーシップ・プロジェクト）広帯域符号分割多元
接続（ＷＣＤＭＡ）リリース５、高速ダウンリンクパケットアクセスに規定されるような
システムにより提供されるが、他の種類の無線通信システムによっても提供される無線通
信に関する。詳細には、本発明は、ＨＳＤＰＡで使用されるいわゆるハイブリッド自動再
送要求（ＨＡＲＱ）の変型、つまり受信側無線端末の無線リンク制御層（ＲＬＣ）に対す
るプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）のインシーケンス（順序づけられた）送達を可能
にする変型に関する。
【背景技術】
【０００３】
　広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）ベースのシステムにおいて、高速データ伝送は
、高速ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）、適応符号化と変調（ＡＭＣ）および高速
セル選択（ＦＣＳ）などの機能を提供できる、いわゆる高速ダウンリンクパケットアクセ
ス（ＨＳＤＰＡ）伝送によって可能となる。ＨＳＤＰＡのこれらの機能および他の機能の
詳細な説明は、「超高速ダウンリンクパケットアクセスの物理層の態様」（ PHYSICAL LAY
ER ASPECTS OF ULTRA HIGH SPEED DOWNLINK PACKET ACCESS）と題される第３世代パート
ナーシップ・プロジェクト技術報告書第３Ｇ　ＴＲ２５．８４８号リリース２０００に記
載されている。
【０００４】
　現在、ＨＳＤＰＡを使用する場合、トランスポートチャネル、つまり媒体アクセス制御
（ＭＡＣ）層と物理（ＰＨＹ）層間のチャネルである高速ダウンリンク共用チャネルでデ
ータを受信している各ユーザ装置も、関連付けられた専用チャネル（ＤＣＨ）を割り当て
、使用している。該専用チャネルは物理層で専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）にマッピング
されてもよい。該ＤＰＣＨは、通常、ともにアップリンク内およびダウンリンク内の専用
物理データチャネル（ＤＰＤＣＨ）と専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）に分けられる
。電力制御コマンド、トランスポートフォーマット情報、および専用パイロット記号など
のデータは、ＤＰＣＣＨ上で送信される。ダイバシティフィードバック情報などの情報も
アップリンクのＤＰＣＣＨで送信されてもよい。ＨＳ－ＤＳＣＨは、ＰＨＹ層の１つまた
は複数の高速物理ダウンリンク共用チャネル（ＨＳ－ＰＤＳＣＨ）にマッピングされても
よい。
【０００５】
　関連付けられた専用チャネルＤＣＨは、通常、ダウンリンクとアップリンクの両方に割
り当てられ、音声データおよび制御データなどの他の専用データだけではなくＨＳＤＰＡ
－関連情報およびシグナリング（ signalling）を搬送するためにも通常使用される。ユー
ザ端末は、いわゆるソフトハンドオーバの間に同時に複数の基地局と通信してよく（本明
細書では、数箇所に使用されている基地局という用語は、いわゆるＵＴＲＡＮ（ユニバー
サル移動電話システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス網）仕様でノードＢと呼ばれるもの
を示している）、このような状況では該関連付けられた専用チャネルはソフトハンドオー
バ中であると言われる。
【０００６】
　ＨＳ－ＤＳＣＨに関連付けられた専用チャネル（ＤＣＨ）があることに加え、ＨＳ－Ｄ
ＳＣＨと関連付けられる共用制御チャネル（ＳＣＣＨ）もあってよい。ＳＣＣＨは、ＨＳ
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－ＤＳＣＨに特定の情報およびシグナリングをＨＳ－ＤＳＣＨ上でデータを受信するユー
ザに搬送するために使用できる。
【０００７】
　現在の提案によれば、専用チャネル（ＤＣＨ）は、専用チャネルがＨＳ－ＤＳＣＨおよ
びＳＣＣＨで読み取られるデータを有していることをユーザ装置に知らせるために使用さ
れるだろう。このような装置では、ユーザは、ユーザ向けのデータがあるときだけに読み
取られるデータの表示を専用チャネル上で受信するだろう。このような使用法の場合、専
用チャネルは、ユーザを共用チャネルに示すので、ポインタチャネルとしての役割を果た
すだろう。
【０００８】
　専用チャネル（ＤＣＨ）は、変調とコーディング方式、電力レベル、および共用チャネ
ルに使用される類似したパラメータについての情報も伝達するだろう。この情報は、共用
チャネル上でも送信できるだろう。共用チャネルがこの情報を搬送するために使用される
場合には、それは対応する共用データチャネル（ＨＳ－ＤＳＣＨ）より早期に送信されな
ければならない。他方、共用制御チャネルは、共用データチャネルで送信されるデータに
特定的である情報、ＨＡＲＱプロセスのためのパケット数などの情報やその他の情報も搬
送するために使用されるだろう。共用制御チャネルは、別個のコードチャネルとして送信
できる（つまり、それは符号多重化できる）、あるいはＨＳ－ＰＤＳＣＨと同じコードチ
ャネルを使用して送信できる（つまり、それはＨＳ－ＰＤＳＣＨで時間多重化できる）だ
ろう。
【０００９】
　専用チャネルとは異なり、既存の提案によれば、ＨＳ－ＤＳＣＨはソフトハンドオーバ
中にはないと仮定される。つまり、各基地局は専用の共用チャネルを有すると仮定され、
ユーザ端末は一度に１つの基地局からだけＨＳ－ＤＳＣＨ上でデータを受信すると仮定さ
れる。いわゆる高速セル選択（ＦＣＳ）技法は、ＨＳ－ＤＳＣＨでデータを受信するため
に、ある基地局から別の基地局に切り替えるのに使用されるだろう。しかしながら、共用
チャネルは電力制御を使用しないだろう。代わりに、共用チャネルは、固定されている電
力または半固定（電力があまり変更されない）のどちらかで送信されることが提案されて
いる。たとえば、電力はセルに特定のパラメータだろう。
【００１０】
　現在の提案では、高速ダウンリンク共用チャネル（ＨＳ－ＤＳＣＨ）は、少なくとも、
受信側の局が共用チャネルで受信するタイミングに関する情報をダウンリンクで搬送する
専用チャネルと関連付けられることが計画されている。アップリンクでは、関連付けられ
た専用チャネルが、いわゆる高速ＨＡＲＱ、つまり３ＧＰＰ　ＴＲ２５．９５０　ｖ４．
０．０（２００１－０３）超高速ダウンリンクパケットアクセスに説明されるように、Ｍ
ＡＣ高速（ＭＡＣ－ｈｓ）層／エンティティ／サービスによって使用されるＨＡＲＱプロ
セスで使用される他の情報の中で要求される肯定応答（ＡＣＫ）を搬送するだろう。
【００１１】
　ここで用いられる専門用語の説明として、ＨＡＲＱプロセスは、ＨＡＲＱ「チャネル」
と呼ばれるものを示すために使用される。データブロックは、ここではＨＡＲＱデータブ
ロックを示すために使用され、ＭＡＣ－ｈｓのＨＡＲＱエンティティ（ entity）により送
信される（再送信される）データのブロックである。パケットは一般的な用語であり、デ
ータブロック、およびＲＬＣ　ＰＤＵを意味するために使用されることもある。
【００１２】
　リリース’９９のＲＬＣは、パケット（ＲＬＣ－ＰＤＵ）が順序正しく受信されること
を仮定する。否定応答モード（ＵＭ）サービスの場合、ＲＬＣ－ＰＤＵが見当たらなけれ
ば、完全なＲＬＣサービスデータ装置（ＲＬＣ－ＳＤＵ）が廃棄される。肯定応答モード
（ＡＭ）サービスの場合、見失われたＲＬＣ－ＰＤＵにより再送要求が生じる。メッセー
ジのＲＬＣ－ＰＤＵが順序正しく受信されていない場合、いくつかのＲＬＣ－ＳＤＵはＵ
Ｍのために不必要に廃棄されてよく、いくつかの不必要なＲＬＣ－ＰＤＵ再送はＡＭにつ
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いて生じさせてよい。したがって、ＭＡＣ－ｈｓがメッセージのＲＬＣ－ＰＤＵのインシ
ーケンス（ in-sequence）送達を提供するか、あるいはＲＬＣ層がＲＬＣ－ＰＤＵのシー
ケンス送達から外されサポートするために修正されるかのどちらかが有利である。データ
ＰＤＵに加え、番号が付けられていないため番号が狂って受信される場合にＲＬＣ　ＰＤ
Ｕシーケンス番号に基づいて並べ替えることができないＲＬＣ－制御ＰＤＵもある。
【００１３】
　再順序付け（ in-sequencing）がＭＡＣ－ｈｓを使用してＭＡＣ層で実行される場合、
ＭＡＣ－ｈｓによるＨＡＲＱデータブロック番号付けが必要とされる（ＲＬＣ－ＰＤＵ番
号付けは通常ＭＡＣ層で既知ではない）。このデータブロック番号付けは、失われたＴＴ
Ｉ（伝送時間間隔）、つまりそれについてユーザ端末識別子（ identifier）を読み取るこ
とができないＴＴＩから回復するためには、ＨＡＲＱプロセス全体（またはそれらがＴＲ
　２５．９５０で呼ばれるようにＮ　ＨＡＲＱ「チャネル」）でなければならない。ＴＴ
Ｉとは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層とＬ１トランスポート層のあいだのデータの連続
送達間の時間であるため、トランスポートブロックセットが無線インタフェース上で物理
層に転送される周期性を定義する。ＨＡＲＱプロセスは、ＴＲ　２５．９５０に説明され
るのと同じＨＡＲＱチャネルである。それぞれがストップ・アンド・ウエイト（ stop-and
-wait、ＳＡＷ）プロトコルで動作するＮ個のＨＡＲＱプロセスがある。入力データブロ
ックはさまざまなＨＡＲＱプロセスに分散される。受信機は、それぞれの瞬間にどのＨＡ
ＲＱプロセスが受信されているのかを知らなければならない。したがって、ＨＡＲＱプロ
セス番号は共用制御チャネル上で送信されなければならない。
【００１４】
　ＨＡＲＱプロセス全体でのより長いＨＡＲＱデータブロック番号が使用されると、同じ
ブロックの第１伝送と再送のソフト組み合わせは、ＨＡＲＱデータブロック番号に基づく
ことができるため、ＨＡＲＱプロセス番号は必要とされない。ＨＡＲＱデータブロック番
号を使用すると、ＨＡＲＱ方式はＨＡＲＱ方式を選択反復（ＳＲ）方式に類似させる（再
番号付けバッファサイズを制御するために、いくつかの送信ウィンドおよび受信ウィンド
を指定する必要がある）。
【００１５】
　非同期ＨＡＲＱは、ダウンリンクでＨＡＲＱプロセス番号が信号で通知されることを必
要とする。Ｎ＝６のサブチャネル（つまり、６つのＨＡＲＱプロセス）がある場合、ＨＡ
ＲＱプロセス番号を信号で通知するには３ビットが必要とされる。加えて、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ内のエラーから回復するためには、ＨＡＲＱプロセス（チャネル）あたり少なくとも
１個のビットシーケンス番号が必要とされる。これは、非同期ＮチャネルＨＡＲＱでは少
なくとも４ビットの「シーケンス番号」が必要とされることを意味している。しかしなが
ら、４ビットのシーケンス番号はパケット（ＲＬＣ－ＰＤＵ）のインシーケンス送達を保
証しないだろう。ＳＡＷプロトコルは、各ＨＡＲＱプロセス内で、データブロックが順番
に送達されることを保証する。しかしながら、あるＨＡＲＱプロセスのデータブロックが
、別のＨＡＲＱプロセスの別の（早期の）データブロックより速く（より少ない再送で）
通過することが考えられる。さらに、データブロックが途中で完全に見失われる（つまり
、ＵＥが、失われたブロックがそのＵＥ向けであったのか、あるいは他のＵＥ向けであっ
たのかを知らない）場合は、ＵＥはデータブロックの正しい順番を追跡し続けることがで
きない。
【００１６】
　必要とされているのは、シーケンス番号がＭＡＣ－ｈｓ層によるＲＬＣ層へのパケット
（ＲＬＣ－ＰＤＵ）のインシーケンス送達を保証するほど長いが、シグナリング負荷を大
幅に増加しないように十分に短いＮチャネル（プロセス）全体でのシーケンス番号を使用
する非同期ＮチャネルＨＡＲＱ方式（つまりＮ－プロセスＨＡＲＱ方式）である。
【発明の開示】
【００１７】
　したがって、本発明の第１の態様では、送信側端末の第１プロトコル層が、パケットを
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さらに高いプロトコル層に送達する受信側端末のピア第１プロトコル層に対しデータブロ
ックのシーケンスとしてパケットを送信する、階層化されたプロトコルを使用する無線通
信システムで使用するための方法が提供され、該方法は、受信側端末への伝送のためのデ
ータブロックのシーケンスに応答して、送信側端末が、それぞれのデータブロックシーケ
ンス番号をデータブロックの該シーケンスの各データブロックに割り当てる工程と、デー
タブロックの該シーケンスおよび該それぞれのデータブロックシーケンス番号に応答して
、受信側端末がデータブロックの該シーケンス内のデータブロックの少なくともいくつか
を順番に受信側端末のさらに高いプロトコル層に送達する工程とを含み、該方法は、受信
側端末がそれぞれのデータブロックシーケンス番号を示す情報を提供せずにデータブロッ
クの受信を肯定応答する工程によって特徴づけられる。
【００１８】
　本発明の第１の態様によれば、シーケンス番号はデータブロックとともにインバンドで
、あるいはアウトバンドで通信されてよく、アウトバンドで送達される場合、ＨＡＲＱ結
合でシーケンス番号が使用されてよい。また、本発明の第１の態様によれば、各データブ
ロックは別々に肯定応答されてよく、肯定応答は所定の遅延後に送信されてよい。
【００１９】
　さらに本発明の第１の態様によれば、階層化されたプロトコルはＭＡＣ－ｈｓエンティ
ティを有し、ＲＬＣ層も含むＭＡＣ層を含んでよく、第１の層はＭＡＣ層であってよく、
該さらに高い層はＲＬＣ層であってよく、受信側端末のＭＡＣ－ｈｓエンティティはシー
ケンス番号を使用せずに該データブロックの受信を肯定応答するシグナリングを提供して
よく、受信側エンティティのＲＬＣ層に対し順番に該データブロックを送達してよい。
【００２０】
　本発明の第２の態様では、他の無線端末を含む他の通信装置を備える無線通信システム
を介して無線通信で使用するための無線端末が提供され、それが本発明の第１の態様のそ
れぞれの工程に従い送信側端末または受信側端末のどちらかとして動作していることを特
徴とする。
【００２１】
　本発明の第３の態様では、無線通信を介して無線端末と他の無線端末を含む他の通信装
置間に少なくとも接続の部分を提供する無線通信システムの要素として使用するための基
地局が提供され、それが本発明の第１の態様のそれぞれの工程にしたがって送信側端末ま
たは受信側端末のどちらかとして動作していることを特徴とする。
【００２２】
　本発明の第４の態様では、無線通信を介して無線端末と他の無線端末を含む他の通信装
置のあいだに少なくとも接続の部分を提供する際に使用するための無線通信システムが提
供され、該無線通信システムは、送信側端末として、および受信側端末として機能できる
少なくとも２つの端末を有し、該少なくとも２つの端末が本発明の第１の態様のそれぞれ
の工程に従いともに送信側端末および受信側端末として作動していることを特徴とする。
【００２３】
　ユーザ（データ）ＰＤＵの（受信側端末のＲＬＣ層に対する、あるいは受信側端末の他
のさらに高い層のプロトコルに対する）インシーケンス送達に備えることに加え、本発明
は制御ＰＤＵのインシーケンス送達に備えるためにも使用できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　ＭＡＣ層サービスＭＡＣ－ｈｓを使用する２つの端末のＲＬＣ層間の（ＭＡＣ）データ
ブロックにカプセル化されたパケット（ＲＬＣ－ＰＤＵ）の無線伝送のために、本発明は
、少なくとも５ビットのＨＡＲＱシーケンス番号がＮ個のチャネル全体で（つまり、ＨＡ
ＲＱプロセスで）、すなわちＭＡＣ－ｈｓデータブロックごとに使用される非同期Ｎチャ
ネルＨＡＲＱ方式を提供する。このようなシーケンス番号の使用は、受信側端末のＭＡＣ
－ｈｓサービスによって（ＭＡＣ）データブロックにカプセル化され、送信された後にＲ
ＬＣ－ＰＤＵ（パケット）のインシーケンス（順序づけられた）送達を保証できる。（Ｍ
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ＡＣ）データブロックは、ＴＴＩの間にトランスポートチャネルを介してＰＨＹ層に提供
される。
【００２５】
　本発明に従い、ＭＡＣ－ｈｓデータブロックは伝送の前に番号を付けられ、それからデ
ータブロックは伝送のためにさまざまなＨＡＲＱプロセスに分散される。ＭＡＣ－ｈｓデ
ータブロック番号が共用制御チャネル（ＳＣＣＨ）でアウトバンドで送信される場合、そ
れは物理層におけるデータブロックのソフト結合（ soft combing）にも使用することがで
き、ブロックのチャネル復号の前にソフト決定（ soft decision）を使用して物理層の同
じデータブロックの再送されるバージョンを結合することを意味する。物理層は、データ
ブロックを受信するとき、このブロックが新しいか、再送なのかを知らなければならない
。それが再送である場合には、物理層は、このブロックがどの早期に受信されたブロック
と結合されなければならないのかを知る必要がある。ＮチャネルＨＡＲＱでは、再送は、
常に同じＨＡＲＱプロセスを使用して送信される。したがって、物理層は、ＨＡＲＱプロ
セス番号に基づきどのブロックを結合するのかを知る。しかしながら、ＭＡＣ－ｈｓデー
タブロック番号がＳＣＣＨ上のアウトバンドで送信される場合には、（ＨＡＲＱプロセス
番号の代わりに）ＭＡＣ－ｈｓデータブロック番号が、どのブロックを結合するのかを示
すために使用できる。それから、ＭＡＣ－ｈｓ層はこれらのＭＡＣ－ｈｓデータブロック
番号を使用し、該Ｎチャネル上で受信されたデータブロックの順番を付け直すだろう。つ
まり、ＭＡＣ－ｈｓは、すべてが正しく受信されるまで再番号付けバッファ内で（ＲＬ　
ＰＤＵを含む）データブロックを保持し、ＲＬＣへの送達の前に正しく受信されたデータ
ブロックに順番を付ける。さらに、ＮチャネルＨＡＲＱにおいてのように、肯定応答は同
期している（あるいは言い換えると、それは同期通信プロトコルに従い実行される）。つ
まり、各ＴＴＩは固定された（つまり半静的な）遅延の後に別々に肯定応答されるため、
シーケンス番号はデータブロックの肯定応答では必要とされない。
【００２６】
　本発明は、ＷＣＤＭＡ　ＨＳＤＰＡのコンテキストで、およびとくにダウンリンクデー
タ送信およびアップリンクＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングのケースで後述される。しかしな
がら、本発明が、ダウンリンクＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングを含む他のコンテキストにお
いて、およびＷＣＤＭＡ　ＨＳＤＰＡ以外を使用する通信のケースで有効であることが理
解されるべきである。
【００２７】
　ここで図１を参照すると、送信側端末１１および受信側端末１２はそれぞれＷＣＤＭＡ
プロトコルにしたがって作動するためのモジュール１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１２ａ、１
２ｂ、および１２ｃを含んでいるとして示されている。詳細には、送信側端末１１におい
ては、ＲＬＣモジュール１１ａが受信側端末１２のピアＲＬＣモジュール１２ａに意図さ
れるパケット（ＲＬＣ－ＰＤＵ）のシーケンスのソースである。送信側端末の該ＲＬＣモ
ジュール１１ａは、本発明にしたがって、ＭＡＣデータブロックにパケットをカプセル化
した後、該データブロックにそれぞれのシーケンス番号を割り当てる送信側端末のＭＡＣ
－ｈｓモジュール１１ｂにパケットのシーケンスを提供する。それから、送信側端末のＭ
ＡＣ－ｈｓモジュール１１ｂが該シーケンス番号および該データブロックを、あるトラン
スポートチャネルまたは別のトランスポートチャネル上で送信側端末のＰＨＹモジュール
１１ｂに提供し、次にＰＨＹモジュール１１ｃが、通常（とくに図２に関連してさらに詳
しく後述される）多様な物理チャネル上で受信側端末１２にデータブロックおよびそのそ
れぞれのシーケンス番号を送信する。
【００２８】
　図１は受信側端末の動作の簡略化された図であることに留意されたい。明確にするため
に、ＲＬＣとＭＡＣ－ｈｓエンティティのあいだのＭＡＣ－ｄエンティティおよびＭＡＣ
－ｃ／ｓｈエンティティなどのいくつかのプロトコル層／エンティティは省略されている
。
【００２９】
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　さらに図１を参照すると、受信側端末１２では、ＰＨＹモジュール１２ｃがデータブロ
ックおよびそれらのそれぞれのシーケンス番号を伝達するために多様な物理チャネルを受
信し、（多様なトランスポートチャネル上で）それらをＭＡＣ－ｈｓモジュール１２ｂに
提供する。それから、ＡＣＫ／ＮＡＫシグナリング（ signaling）を使って、送信側端末
に無事に受信されていないデータブロックを再送するようにプロンプトを出し、ＭＡＣ－
ｈｃデータブロック１２ｂはそれぞれの（ＭＡＣ－ｈｃ）データブロックからデータブロ
ックにカプセル化されたどんなパケットでも抽出し、該データブロックのそれぞれのシー
ケンス番号に基づき（該パケットがシーケンス中のデータブロック内でカプセル化されて
いると仮定し）、たとえば図３に描かれている手順（つまり、シーケンス内の早期のすべ
てのデータブロックが無事に受信され、それらのパケットがＲＬＣモジュール１２ａに送
達されるまで、無事に受信したデータブロックを保持する）にしたがって、受信側端末の
ＲＬＣモジュール１２ａにあるまたは別の論理チャネル上でパケットを正しい順序でを提
供する。
【００３０】
　いわゆる高速ＨＡＲＱ、つまりＭＡＣ－ｈｓ層により使用されるＨＡＲＱは以下のよう
に働く。指定のユーザ端末に送信されるデータがあるとき、つまりＭＡＣ－ｈｓ送信バッ
ファ内にパケットがあるとき、パケットスケジューラは、該指定ユーザ端末にダウンリン
クチャネルを割り当て、ＡＭＣ制御が適切な変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を選
択し、ＭＣＳに応じてデータブロック内の１つまたは複数のパケットをユーザ端末に送信
する。該データブロックは、典型的には長さが少なくとも５ビットであるシーケンス番号
を付けられる。
【００３１】
　この説明のため、データブロックはユーザ端末へのＰＨＹ層による伝送のために高速ダ
ウンリンク共用チャネル（ＨＳ－ＤＳＣＨ）上のＴＴＩの中のＰＨＹ層に通信されるが、
シーケンス番号は共用制御チャネル（ＳＣＣＨ）上で送信されると仮定される。以後のＴ
ＴＩでは、さらに多くのデータ、つまりさらに多くのデータブロックが同じユーザ端末ま
たは他のユーザ端末に送信できる。指定の（ given）ユーザ端末に送信されるデータブロ
ックには、順次番号が付けられる（５ビットのシーケンス番号が使用される場合は３２を
法とする（ modulo 32））。ユーザ端末がデータブロックを受信すると、その物理層は最
初に共用制御チャネルを復号し、（ＳＣＣＨで送信される他の関連情報だけではなく）シ
ーケンス番号も取得する。シーケンス番号に基づき、ユーザ端末の物理層は、それがすで
に受信したがエラーがあるデータブロックを記憶するソフト結合バッファをチェックし、
それがすでにシーケンス番号で示されるデータブロックを受信したかどうかを判断する。
つまり、データブロックが再送されたデータブロックであるのかを判断する。（前述した
ように、誤ったデータブロックが、再送を待機するためにソフト結合バッファ内にソフト
決定フォーマットでバッファリングされ、そこに記憶される各データブロックは対応する
シーケンス番号と関連付けられている。）ユーザ端末の物理層が、データブロックが再送
されたデータブロックであると判断する場合には、それは再送されたデータブロックと早
期に受信したデータブロックを結合し、結合したデータブロックを復号する（再送が最初
の伝送と同一であり、その場合ＡＲＱ方式が追跡結合と呼ばれるか、あるいは再送が追加
の冗長性を含み、その場合ＡＲＱ方式が増分冗長性または第ＩＩ型ハイブリッドＡＲＱと
呼ばれることがある。これらの、および他の結合方法が考えられるが、当業者には既知ら
れている）。
【００３２】
　データブロックのすでに受信したバージョンがない場合には、受信されたデータブロッ
クは単に復号される。復号が無事終了すると、つまりデータブロックにエラーがない場合
、受信機は正の肯定応答（ＡＣＫ）を送信機に送信する。ＡＣＫは、たとえばアップリン
クＤＰＣＣＨを使用してアップリンクフレーム内の所定の位置にある１ビット（または複
数のビット）として送信される。復号が失敗すると、つまりデータブロック内にエラーが
ある場合には、エラーを含んだデータブロックのソフト決定はシーケンス番号とともにソ
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フト結合バッファに記憶され、負の肯定応答（ＮＡＫ）が送信機に送られる。
【００３３】
　データブロックがエラーなしで、つまり無事に受信された場合、受信機は、（シーケン
ス番号に基づいた）シーケンス中のすべての早期データブロックがすでに正しく受信され
たかどうか（つまり、シーケンスの中のすべての早期のデータブロックが再番号付けバッ
ファ内にあり、無事に受信されたとして示されているかどうか）をチェックする。正しく
受信された場合には、データブロックのパケットは（それらがデータブロックでカプセル
化される順序で）さらに高い層に送達されるが、正しく受信されなかった場合には、早期
のデータブロックも正しく受信されるまで待機するために、データブロックは再番号付け
バッファに記憶される。このようにして、パケット（ＲＬＣ－ＰＤＵ）のインシーケンス
送達が保証できる。
【００３４】
　５ビットシーケンス番号は３２の数空間（ number space）を可能にする。つまり、使用
中の３２の異なる数字があり、データブロックは３２を法として（ modulo 32）番号を付
けられる。しかしながら、５ビットシーケンス番号の場合、送信ＡＲＱウィンドおよび受
信ＡＲＱウィンドは１６個のデータブロックのための大きさに作られている。これにより
、受信機ウィンドの中に同時に、（ｎ＋３２）ｍｏｄｕｌｏ　３２＝ｎであるため区別す
ることができない、番号ｎのデータブロックと番号ｎ＋３２のデータブロックがある状況
が回避される。送信機が送信ウィンド内の第１データブロックの正の肯定応答（ＡＣＫ）
を受信すると、それは、第１の応答されていないデータブロックに達するまでウィンドを
上昇する。肯定応答されたデータブロックがウィンド内で最初ではない場合、送信機は単
にそれを正しく受信されたとして符号をつけ（ただし、ウィンドを上昇しない）、追加の
肯定応答を待機する。受信機では、データブロックが正しく受信されると、受信ウィンド
は、正しく受信されたデータブロックがウィンド内で最初である場合には移動する。受信
ウィンド内の最初のデータブロックおよびおそらくいくつかの次のデータブロックが正し
く受信されているときには、ＭＡＣ－ｈｓは（ＲＬＣ層などの）さらに高いプロトコル層
に正しく受信されたデータブロックインシーケンス（したがって、データブロック内のパ
ケットをそれらがデータブロック内でカプセル化された順序で）を送達し、受信ウィンド
を最初の見当たらないデータブロック（つまり、正しく受信されたとして示されない最初
のデータブロック）に移動する。
【００３５】
　ソフト結合バッファを管理可能な大きさに保つために、本発明は好ましくはＮ－チャネ
ル伝送を使用する。つまり、受信側エンティティ（たとえば、携帯電話などのユーザ無線
端末）にパケットを伝達するために送信側エンティティ（たとえば基地局）がＮ個の並列
チャネルを使用する。Ｎ個のチャネル伝送を用いると、最高Ｎ個のデータブロックをソフ
ト決定バッファに記憶しなければならない。再送は同期（Ｎ番目のＴＴＩごとに、つまり
ｘが最初の伝送のＴＴＩ番号である場合にＴＴＩ番号ｘ＋Ｎ、ｘ＋２Ｎ等、許される再送
のみ）または非同期（最小往復遅延後の任意のＴＴＩで、つまりｘが最初の伝送のＴＴＩ
番号である場合にＴＴＩ番号ｘ＋Ｎ、ｘ＋Ｎ＋１、ｘ＋Ｎ＋２等、許される再送）である
場合がある。本発明による番号付け方式はどちらも可能にする。好ましくは、ソフト結合
は同期伝送または非同期伝送のどちらかに基づいている。つまり、同期のケースでも、受
信機は、データブロックを早期に受信されたデータブロックと結合する前に、受信された
データブロックのシーケンス番号が予想されるシーケンス番号であるかをチェックする必
要がある。
【００３６】
　シーケンス番号付けはＮ個のチャネル全体である（番号付けがブロックをさまざまなＨ
ＡＲＱチャネル／プロセスに分散する前に行われることを意味する）ため、本発明はＮチ
ャネル伝送の使用を必要としない。つまり、ソフト結合は、それらがアウトバンド（ out-
band）で送られる場合にはシーケンス番号に基づくことができる。しかしながら、本発明
にしたがって、受信機でソフト結合バッファのサイズを制限するためには、Ｎチャネル伝
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送が使用され、最大Ｎ個のデータブロックがＡＣＫを待機する送信バッファに保たれ、送
信機は、すでにＮ個の応答されていないデータブロック（ＡＣＫ／ＮＡＫがまだ受信され
ていない、またはＮＡＫが受信されたかのどちらかのデータブロック）がもっている場合
には、新しいデータブロックを送信しない。送信機がすでにその送信バッファにＮ個のデ
ータブロックを有する場合、送信機は追加のデータブロックを送信する代わりにＮＡＫを
受信したデータブロックを再送しなければならない。送信機は、ＡＣＫを受信するたびに
（再番号付け用の送信ウィンドが新しいデータブロックの送信を可能にするならば）新規
のデータブロックを送信する（シーケンス番号が送信ウィンド内にあるそれらのブロック
だけが送信されるのを許可され、このようなブロックに対する制限は受信機バッファのオ
ーバフローを防止する）。Ｎ個の応答されていないデータブロックがあるときに、送信機
が新しいデータブロックを送信するのを防止するこのような手順は、一種のＮチャネルＳ
ＡＷ再送手順である。しかしながら、本発明にしたがってシーケンス番号を使用すると、
従来のＳＡＷ再送方式よりさらに多くの柔軟性が可能になる。たとえば、本発明によるシ
ーケンス番号を用いると、データブロックはＡＣＫを待機しないで複数のチャネル上で送
信でき（一種のマルチコピー伝送）、（その場合正しい復号の確率がさらに高いため）複
数のコピーが送信されるときに平均の遅延を短縮できるので、メッセージの最後のデータ
ブロックを（再）送信するときに有効である。データブロックは、必要とされる場合、デ
ータブロックのシーケンス番号に基づいてソフト結合することもできる。
【００３７】
　また本発明によると、データブロックを肯定応答するために単一のビットを使用する代
わりに、ビットマップを使用して複数の早期のデータブロックを肯定応答することができ
る。しかしながら、ＡＣＫがビットマップである場合にも、データブロックのＡＣＫが該
データブロックの受信直後に送信されるのが好ましい。このような手順を用いる場合、い
くつかのデータブロックのＡＣＫは数回送信される可能性があるが、このような複数のＡ
ＣＫシグナリングは誤りを含んだ、または見当たらないＡＣＫを回復するのに役立つこと
がある。ＡＣＫ信号として使用されるビットマップは、指定されたユーザの最後のｎ個の
データブロック、または好ましくは最後のｎ個のＴＴＩのどちらかを肯定応答することが
でき、その場合、すべてのデータブロックが必ずしも指定されたユーザ向けではない。最
後のｎ個のＴＴＩのＡＣＫの場合、ＡＣＫは位置に基づいているため、ＡＣＫとともに含
まなければならないシーケンス番号はないが、見当たらないブロックの問題のため、指定
されたユーザのための最後のｎ個のデータブロックのＡＣＫではシーケンス番号は含まれ
なければならないだろう。
【００３８】
　ここで、一連のデータブロックの、ユーザ端末番号１として示されている第１ユーザ端
末へのノードＢによる伝送の例である図２を参照する。最初に、ノードＢはダウンリンク
（ＤＬ）ＤＰＣＨ上でポインタ２１ａをユーザ端末番号１に送信し、該ポインタは次のタ
イムスロットのＤＬ　ＳＣＣＨ番号１を読み取る必要があることを端末番号１に示す。次
に、ユーザ端末番号１は、それが他の情報の中でＨＳＰＤＳＣＨ（高速物理ダウンリンク
共用チャネル）で送信されるＭＡＣ－ｈｓデータブロック２１ｃのシーケンス番号２１ｂ
を発見する共用制御チャネルＳＣＣＨを読み取る。データブロックが正しく受信されない
データブロック２１ｃ等の図２の例では、データブロックの復号後、ユーザ端末番号１が
指定の遅延の後にアップリンクＤＰＣＣＨでＮＡＫ　２１ｄを送信する。送信機は、どの
データブックがＡＣＫ／ＮＡＫのタイミングに基づいて肯定応答されているかを知ってい
る。そのため、ＮＡＫではデータブロック番号は必要とされない。ＮＡＫに応えて、ノー
ドＢは新規データブロック２２ｃとして誤って受信されたデータブロックを再送し、再び
ポインタ２２ａをシーケンス番号２２ｂに提供し（最初に送信されたデータブロックの場
合と同じ）、描かれている例では、第２の伝送は成功し、端末番号１はＡＣＫ２２ｄをノ
ードＢに送信する。
【００３９】
　ここで図３を参照すると、ソフトバッファリング（つまり、ソフト決定フォーマットで
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のソフト決定バッファのバッファリング）、ソフト結合および再番号付けバッファリング
がＤＬ　ＳＣＣＨで送信されるデータブロックシーケンスに基づいており、ＡＣＫ／ＮＡ
Ｋシグナリングが所定の時間位置で送信されるため、データブロックシーケンス番号を含
まないと仮定して、送信機動作のフローチャートが描かれている。受信側端末は、以下の
２つのバッファを使用する。つまり、ここでのデータブロックは復号を実行するために同
じデータブロックの早期の伝送と結合される可能性がある、受信されたデータブロックが
、エラーなしで復号されるまで保持される物理層内のソフト結合バッファ、およびデータ
ブロックのシーケンス内の無事に復号されるデータブロックが、それらが順序づけられて
送達できるまで記憶されるＭＡＣ－ｈｓ層の再番号付けバッファである。さらに、受信側
端末は、それが再番号付けバッファ内のデータブロック上でスライド（ slide）するウィ
ンドを使用し、ウィンドはプロトコルの次に高い層にまだ送信されていないシーケンスで
最も早期のデータブロックに位置する（例の中のＲＬＣが示されている）。ＭＡＣ－ｈｓ
は、次に高い層に送信される最後のデータブロックのシーケンス番号の追跡調査に基づい
て、ウィンド内の第１データブロックが送信される次のデータブロックであるかどうか、
あるいは送信された次のデータブロックがまだ無事に受信、復号されていないかどうかを
知っている（新しいシーケンスの第１のデータブロックが受信されるとき、ＭＡＣ－ｈｃ
はリンクがセットアップされるときに、第１のブロックは番号ゼロまたは他の所定の番号
を有するためにそれが第１のデータブロックであることを知っている）。
【００４０】
　図３は、本発明の可能な動作の一例である。現在、ポインタがなく、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ
の前にＳＣＣＨが部分的に送られることが（３ＧＰＰによって）規定されており、それは
図２に示されている内容にも関連している。
【００４１】
　動作は図３に、受信側無線端末（たとえば携帯電話）が送信側端末（説明されている文
脈ではノードＢ）によってそれに割り当てられるＤＬ　ＤＰＣＨを受信するため、ポイン
タが通信された場合にはポインタを受信する第１工程３１で始まるとして図示されている
。通信された場合、次の工程３２では、受信側端末は受信側端末に割り当てられたＤＬ　
ＤＰＣＨを介して通信されるポインタにより指し示されるＤＬ　ＳＣＣＨ、および指し示
されるＨＳ－ＰＤＳＣＨを受信する。ＨＳ－ＰＤＳＣＨで通信されているデータブロック
のためのシーケンス番号が受信機により正しく読み取られるようにＳＣＣＨが正しく受信
されると、（受信機がシーケンス番号をソフト結合バッファ内のデータブロックのシーケ
ンス番号と比較することにより判断する）データブロックが再送されている場合には、次
の工程３３で、受信されたデータブロックが同じシーケンス番号が付いたソフト結合バッ
ファ内のデータブロックと結合され、次の工程３４で復号されるが、受信されたデータブ
ロックが再送ではない場合、それは次の工程３４で単に復号される。しかしながら、ＳＣ
ＣＨが正しく受信されると、次の工程３５では、受信機（たとえばＭＡＣ－ｈｓ層）が送
信側端末（つまり、階層化されたプロトコルにしたがって、そのためＰＨＹ層を介して）
にＮＡＫを送信する。図３に示されているＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングは、シーケンス番
号に関係なくシグナリングであると理解されるべきである。データブロックを復号した後
、復号にエラーがない場合には、次の工程３７で、データブロックはソフト結合バッファ
から削除され、再番号付けられたバッファに格納され、ＡＣＫが送信側端末に送信され、
次に、データブロックが（シーケンス番号に基づき）再番号付けバッファ上をスライドす
る受信ウィンド内の第１のデータブロックである場合には、次の工程３８で、それはプロ
トコルの次に高い層、つまりＲＬＣ層にシーケンス中にある再番号付けバッファ内のあら
ゆる他のデータブロックとともに（パケットとして）送達され、受信ウィンドは、シーケ
ンス中の次のデータブロックがウィンド内で最初となるように再番号付けバッファととも
に上昇するが、復号されたデータブロックが最初ではない場合には、それは、次に高い層
への後の送達のために再番号付けバッファに記憶される。データブロックを復号する工程
３４の後に、受信されたデータブロックにエラーがあることが発見されると、次の工程３
６で、データブロックはソフト結合バッファに記憶され、受信機（たとえばＭＡＣ－ｈｓ
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層）がＮＡＫを送信側端末に送信する。このようにして、受信機は、すべてのデータブロ
ックおよびそれらのそれぞれのシーケンス番号が無事に受信されるまで、シーケンス番号
を使用せずにＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングを実行する。
【００４２】
　ここで図４を参照すると、受信側端末とデータブロックを受信端末に送信する端末のあ
いだでＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングを提供するための本発明による全体的手順が、送信側
端末、さらに特定すると送信側端末のＭＡＣ－ｈｓ層が１つまたは複数のパケット（ＲＬ
Ｓ－ＰＤＵ）を含む（ＭＡＣ－ｈｓ）データブロックのシーケンス内の各データブロック
に、たとえば５個のビットのそれぞれのシーケンス番号を割り当てる工程４１で開始する
として示されている。次の工程４２では、送信側端末が、多様な考えられる物理チャネル
にマッピングする多様な考えられるトランスポートチャネルを使用して、データブロック
およびシーケンス番号を受信側端末に送信する。たとえば、ＷＣＤＭＡにしたがって動作
しているシステムでは、送信側端末は、図２でのように、データブロックを送信するため
にＨＳ－ＰＤＳＣＨ（物理）チャネルを、およびシーケンス番号を送信するためにＤＬ　
ＳＣＣＨはネルを使用する可能性がある。次の工程４３では、受信側端末は、データブロ
ックおよび対応するシーケンス番号が通信されるチャネルを受信する。第１工程４４では
、受信側端末のＭＡＣ－ｈｓサービスが、シーケンス内のそれぞれの早期データブロック
が正しく受信され、ＲＬＣ層に（パケットとして）提供された後にだけ（パケットとして
の）データブロックのシーケンス内のデータブロックを受信側端末のＲＬＣ層に送達する
。図３に描かれているように、この最後の工程４４の間、受信側端末は、すべてのブロッ
クおよびそれらのそれぞれのシーケンス番号が無事に受信されるまでシーケンス番号を使
用しないでＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングを実行するだろう。
【００４３】
　ＤＬ　ＳＣＣＨを使用する代わりに、データブロックシーケンス番号は、共用データチ
ャネルで多重化される時間送信することができるか、あるいはそれらはシーケンス番号が
意図される端末の専用データチャネル（ポインタチャネル）で送信することができる。第
１の実施形態の図２では、共用制御チャネルが共用データチャネルと同時に送信され、専
用チャネル上のポインタは共用チャネルの前に送信される。第２の実施形態では、共用制
御チャネル（ＳＣＣＨ）は少なくとも部分的に、共用データチャネルの前に送信され、専
用ポインタチャネルは共用制御チャネルと並列で送信される。第３の実施形態では、専用
ポインタチャネルおよび共用制御チャネルは共用データチャネルと並列で送信される。第
２の実施形態では、ＤＬ　ＳＣＣＨまたは専用ポインタチャネルを使用して、データブロ
ックシーケンス番号が、対応するデータブロックが共用データチャネルで送信される前に
送信され、第３の実施形態では、ＤＬ　ＳＣＣＨまたは専用ポインタチャネルのどちらか
を使用して、シーケンス番号が（再び、共用データチャネルで送信されるだろう）データ
ブロックと並列で送信されるだろう。システムは、専用ポインタチャネルを使用せずに働
くこともできるだろう。データブロックシーケンス番号は、データブロックとともに、つ
まりデータブロックと同じＣＲＣ（エラー検出）を用いて、インバンドでも送信できるだ
ろう。しかしながら、データブロックシーケンス番号がデータブロックとインバンドで送
信される場合、データブロックシーケンス番号は、ソフト結合のために使用することはで
きず、ソフト結合には、たとえば、（完全にまたは部分的に同期のＮチャネルＳＡＷなど
の）なんらかの形式の同期伝送方式、あるいはＨＡＲＱプロセス番号がアウトバンドで送
信される非同期ＮチャネルＳＡＷなどの別の機構が必要となる。本発明で必要とされてい
るのは、データ番号に番号が付けられ、データブロックシーケンス番号がダウンリンクで
なんとかしてデータブロックと送信されることだけであり、その場合、受信側端末でのデ
ータブロックの並べ替え、および受信側端末のＭＡＣ－ｈｓ層によるデータブロックの受
信側端末のＲＬＣ層へのインシーケンス送達が可能になる。さらに、ＡＣＫ／ＮＡＫは好
ましくは（受信されたデータブロックと送信されたＡＣＫ／ＮＡＫのあいだの所定の遅延
を使用する）時間位置に基づいているため、データブロックシーケンス番号（または一度
に複数のデータブロックのためのＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングのケースでは、データブロ
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ック番号）を含む必要はない。
【００４４】
　本発明のさらに別の実施形態は、時間位置の使用に加えて、ＡＣＫ／ＮＡＫシグナリン
グで部分的なデータブロック番号を使用できるだろう。ダウンリンクのデータブロックシ
ーケンス番号がたとえば５ビットである場合、受信側端末によるノードＢへのＡＣＫ／Ｎ
ＡＫシグナリングは該データブロックシーケンス番号の１ビットまたは２ビットを含むだ
ろう（好ましくは最小桁のビット）。
【００４５】
　本発明を使用すると、ブロックは、ＭＡＣ－ｈｓにより生成されたシーケンス番号を使
用して、受信側端末のＭＡＣ－ｈｓ（低い方のプロトコル層のエンティティ）で順番に受
信側端末のＲＬＣ（高い方のプロトコル層）に送達される。さらに、受信側端末はＡＣＫ
／ＮＡＫシグナリングを送信側端末に送信し、ＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングはエラーで受
信されたあらゆるブロックのシーケンス番号を示す情報を含まない。たとえば、それぞれ
のブロックは、事前の遅延の後に肯定応答することができるため、送信側端末はどのブロ
ックが肯定応答されているのかを知っている。多くの従来の技術のプロトコルは（ＡＣＫ
／ＮＡＫシグナリングの過程で）各ビットがデータブロックを示すビットマップを使用し
て肯定応答する。典型的には、ビットマップの開始点または終了店を示す少なくとも１つ
のシーケンス番号があるが、ブロックの大部分は明白なシーケンス番号なしに（つまり、
シーケンス番号とは対照的にビットマップ内のあるビットを使用して）肯定応答される。
しかしながら、このようなプロトコルで、シーケンス番号がブロックごとに明白に示され
ていない場合も、それはそこにある。つまりこれらのプロトコルによるシグナリングは、
ＡＣＫ／ＮＡＫシグナリングで参照されるブロックのシーケンス番号を示す情報を提供す
る。
【００４６】
　本発明は、ブロックのすべてが受信側端末のＲＬＣ（高い方のプロトコル層）に送達さ
れることを保証せず、送達されるものが順番に送達されることだけを保証する。見当たら
ないブロックは送信機（送信側端末）のピアのさらに高い層からさらに高い層により要求
される。このようにして、本発明を用いると穴（見当たらないブロック）はある可能性が
あるが、さらに高いプロトコル層への過程で他のブロックより先に追い越すブロックはな
いはずである。
【００４７】
　前記説明では、受信機におけるデータブロックの並べ替えは、本発明によるデータブロ
ックシーケンス番号の使用のための例として使用されている。他の使用も本発明により包
含される。
【００４８】
　前述の装置が、本発明の原則の適用を例証するにすぎないことが理解されるべきである
。前述に示されたものの他に多数の追加の変型および代替装置が本発明の範囲を逸脱する
ことなく当業者により考案されてよく、添付請求項はこのような変型および装置をカバー
することを意図されている。
【００４９】
　本発明の前記のおよび他の目的、特長および優位点は、添付図面に関連して提示される
以後の詳細な説明を考慮すると明らかになるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】送信側端末（基地局または移動電話などの無線端末）および受信側端末（基地局
または無線端末）を含むシステムのデータブロック図／フロー図であり、該送信側端末は
本発明に従い該受信側端末にデータブロックのシーケンスを送信している。
【図２】図１の送信側端末がデータブロックを受信側端末に送信し、該データブロックが
最初は無事に受信されないシナリオの実例である。
【図３】図１の送信側端末からデータブロックのシーケンスを受信する際に、本発明に従
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った図１の受信側端末の動作のフローチャートである。
【図４】本発明にしたがって図１の送信側端末が図１の受信側端末にデータブロックのシ
ーケンスを送信する全体的なプロセスのフローチャートである。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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